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利 尻 島 の 野 鼠 か ら テ ニ ア 科 条 虫 Versteria 
mustelae (Gmelin, 1790) の幼虫を初めて発見した
ので報告する．この条虫はイタチ類に成虫，野鼠に
幼虫が寄生する（Abuladze, 1964）．今回の幼虫発
見から，V. mustelae の生活環がこれらの野生哺乳
類の捕食・被食関係によって利尻島で長年維持され
てきたことが明らかとなった．

2020 年 10 月 22 日，利尻富士町鬼脇鰊泊におい
て，小型圧殺式トラップ（パンチュー PMP，HOGA，
京都）を用いて野鼠を調査捕獲した．調査は鳥獣の
保護および管理並びに狩猟の適正化に関する法律にも
とづき北海道より許可を得て行った。捕獲した野鼠は
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Abstract. The metacestode larva of Versteria mustelae (Gmelin, 1790) was newly found from the liver of 

the Hokkaido red-backed vole, Myodes rex (Imaizumi, 1971), in Rishiri island, Japan. A molecular phylo-

genetic analysis indicated that the parasite was geographically derived from Honshu, the main island of Ja-

pan. It is most likely that the Japanese weasel, Mustela itatsi Temminck, 1844, serves as the definitive host. 

The weasel was introduced into the island during the period of 1930s, probably together with the parasite.
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頭胴長 99.8mm，尾長 43.9mm の雌で，特徴的な
暗褐色の体色と上顎第 3 臼歯内側に存在する３つの
凹角から，ハタネズミ亜科のムクゲネズミMyodes rex 
(Imaizumi, 1971)と同定した（金子，1994；金子・
佐藤，1993）．その肝臓には直径 1.8–2.0mm の独
立した球状の水疱様の嚢胞が認められた（図１A）．
嚢胞は全ての肝葉に合計 16 個散在した．嚢胞の一部
を 10% 中性緩衝ホルマリンで固定し，病理組織切片
を作成した．嚢胞は未熟な頭節を内包していたため，
病変はテニア科条虫類の幼虫（嚢虫）によるものと考え
られた（図１B）．頭節には吸盤や鉤が形成されていな
かった．
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７０％エタノールで固定された嚢虫 3 個につ
い て， ミ ト コ ン ド リ ア cytochrome c oxidase 
subunit 1 (cox1) 遺伝子の塩基配列を決定した．
Simon et al. (2020) の方法で嚢虫から DNA を抽
出し，PCR 用テンプレートとした．PCR 反応に
は Ex Taq polymerase (Takara) を 用 い，JB3 と
CO1-R trema のプライマーセット (Miura et al., 
2005) で約 800bp を増幅した後，ダイレクトシー
クエンスにより塩基配列を決定した．嚢虫３個の
cox1 塩基配列は全て同一であった．得られた配列
は DDBJ/ENA/GenBank データベースに登録した
（Accession no. LC593146）．この配列を BLAST
検 索 (https://blast.ncbi.nlm.nih.gov/Blast.cgi)
したところ，フィンランドのヤチネズミ由来 V. 

mustelae が最も高い相同性を示し，そのスコアは
95.6%（754/789 塩基）であった．この結果に基
づき，利尻島で発見された嚢虫は V. mustelae と分
子同定した．

Versteria 属条虫類のうち，現在までに記載され
た種は V. mustelae だけであるが，北米ではヒトに
感染する未記載種が報告されている（Lehman et 
al., 2019）．これまでに公表されている Versteria
属条虫類の cox1 配列と我々が独自に収集した配列
を用いて最尤法による系統樹（mid-point rooted 
tree）を作成した（図 2）．その結果，全北区の V. 
mustelae と新北区の Versteria sp. の 2 つのクレー
ドに大別された．利尻島の V. mustelae は茨城県つ
くば市のニホンイタチから得た成虫 (LC593612) と

図１．A）肝臓に認められた嚢虫（矢印）．1 目盛り，1 mm．B）寄生部位の病理組織標本（HE 染色）．嚢胞内部に未熟な頭節が存在した
（矢印）．

図 2．Versteria 属条虫の分子系統樹．ミトコンドリア cox1 領域 269 塩基を用いて最尤法により作成した．
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一致し，北海道小清水町で捕獲されたイイズナ由来
の成虫 (AB732960) とは異なる系統であった．ミ
トコンドリア DNA による分子系統解析は，利尻島
に定着している V. mustelae が本州由来のものであ
ることを強く示唆した．

利 尻 島 に は 1933 年 か ら 1935 年 の 間 に 合 計
41 頭のニホンイタチ Mustela itatsi (Temminck, 
1844) が野鼠駆除の目的で北海道本島より移入され
（犬飼，1949），現在でも島内でしばしばその姿が
確認されている（佐藤，2007）．ニホンイタチは本
来北海道には分布せず，1870 年ごろに津軽海峡を
航行する船舶を介して函館市に侵入したとされてい
る（鈴木，2005；鈴木，2018）．したがって，利
尻島に導入されたニホンイタチは道内で繁殖したも
のではあるが，もとは本州から移入された国内外来
種ということになる．終宿主であるニホンイタチの
侵入に伴って，寄生虫もまた本州から北海道へ移入
し，ハタネズミ亜科の野鼠を中間宿主として定着し
たのであろう．さらにその一部が利尻島に移入され
て現在まで維持されていると考えられた．一方，北
海道本島には極東ロシアに分布するものと極めて近
縁な V. mustelae も分布しており（図 2），本州か
ら移入したものと合わせて少なくとも 2 系統が存
在する可能性が高い．

イ タ チ 科 の ミ ン ク Neovison vison (Schreber, 
1777) も Versteria 属条虫類の終宿主になり得る．
この動物は 1928 年に養殖目的でアメリカ合衆国
から北海道へ初めて輸入された（鈴木，2005；南
ら，2016）．利尻島では 1960 年に函館市の養殖場
から種ミンクを移入して飼育が始められ（門崎，
1998），1972 年にミンク生産が廃業した後も逃
亡個体が野生で繁殖していたが，その生息数はイ
タチと比較して非常に少なかったとされ，現在は
絶滅したと考えられている（門崎，1998；佐藤，
2007）．今回利尻島で発見された V. mustelae の系
統は北米に分布するものとは明らかに識別可能なた
め（図 2），北米からの移入の可能性を否定しても
問題ないと考えられた．

日本ではかつて食肉類の離島への移入が奨励され
てきた（犬飼，1949；山下，1978）．礼文島では

1923 年に野鼠の駆除と毛皮生産の目的で中部千島
からアカギツネ Vulpes vulpes Linnaeus, 1758 が
移入・放飼された．キツネとともに，V. mustelae
と 近 縁 な 多 包 条 虫 Echinococcus multilocularis 
Leuckart, 1863 も導入され，人知れずキツネと野
鼠の間で維持されるようになった．多包条虫の幼虫
はヒトにも感染するため，やがて長い潜伏期を経て
礼文島の奇病としてエキノコックス症が認知される
ようになった．礼文島で死亡例が相次いだ頃にはキ
ツネは絶滅に近い状態であったが，予防対策のため
にイヌやネコも駆除されたため，多包条虫の生活環
は完全に断たれ，島の清浄化が果たされた（山下，
1978）．一方，利尻島ではイタチの移入によって，
ヒトに無害な V. mustelae が 90 年近くにわたって
ひっそりと維持されてきた．ただし，利尻島におい
ても 1920 年代に “青狐” の放飼計画があったとい
う（山田，2020）．利尻島にエキノコックス症が蔓
延しなかったのは全くの偶然と言わざるを得ない．
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